
庁舎外壁及び防水改修工事
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※　この質疑応答書は、仕様書の追補とみなす。質問の内容によっては回答に設計変更を含む場合もあることから、業者は質問の有無にかかわらず全文を読まれたい。

-

A-13
A-37

A-37

-

設計上は想定しておりません。

可能な限り既存塗膜を撤去してください。やむを得ない場合はefgとhiの上、j
定します。

A-13k、A-37kにklのとおりmす。

A-37kにklのとおりmす。

nopの設計kにqいて、rskのみあります。t上uvw工pのw工kにqい
てはありません。

-

t上xyk

z{y

-

-

-

|、}y~�����のw工��は��や����の��壁も含まれているのm
し��か。

|y~�����の��補修は�水��も含まれるのmし��か。

��nopのkyやt上uvw工pのw工k�はありますmし��か。

工事���、�������工�は� �工�に変更可能mし��か。
¡全¢、£¤¢を¥¦する§¨m �工�©の変更可。既存ª�«を¬かすものと
し、efgの­®を得た�に¯°してください。

-

t上uv撤去�はt上に±²な³み、´µ�はありますmし��か。 -

塗膜¶去·¸¹な��º»¼·外壁に設½している¾¿�Àは既存塗膜Á�mもよÂしいm
し��か。

質 疑 kyÃÄ 回 答 kyÃÄ
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